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「三田学会雑誌」117巻 3号（2025年 2月）

リカード『地金の高価格』について
貨幣数量説の展開

寺出道雄 ∗

（1） はじめに

この小稿では，リカードの『地金の高価格：

銀行券の減価の証拠』（1810/1951a） 以下，

『地金の高価格』と略称する
（1）

の内容を概観

するとともに，その意義について検討する。

リカードの貨幣理論についてはさかんに語

られてきたが，彼の主著である『経済学およ

び課税の原理』（1817/1951） 以下，『原理』

と略称する をはじめとした諸著作におけ

る，彼の貨幣理論の全体像を問うことが中軸

とされている。『地金の高価格』について触れ

られても，その言及は，断片的なものである

ことが多いのである。

しかし，『地金の高価格』は，パンフレット

として刊行された短編ではあるものの，そこ

では，「世界全体を通じた貴金属の配分を規制

する法則（laws）」（p. 65.）ないし「原理（prin-

ciples）」（p. 65.）から，同書の執筆当時のイン

グランドにおける貨幣問題の現状と，その現

状における害悪の改善策までが首尾一貫した

議論として展開されている。そして，そこで

の議論は，『原理』における貨幣論の位置付け

を明らかにするものともなっているように思

われる。『地金の高価格』について単独に取り

扱う所以である。

以下，（2）の「法則」では，「世界全体を通じ

た貴金属の配分を規制する法則」についての，

リカードの議論を見るとともに，その「貴金属

∗ 慶應義塾大学名誉教授
（1） 以下，ページ数のみを記した引用は，同書の，Ricardo（1810/1951a）からの拙訳である。なお，そ

の翻訳に際して，日本語版『リカードウ全集』Ⅲ（末永茂喜監訳，1969年，雄松堂書店。）所収の邦訳
を参照した。
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の配分を規制する法則」を定式化する。続く

（3）の「現状と改善策」では，イングランドの

貨幣問題の現状とその改善策についての，リ

カードの議論を見るとともに，そうした現状

に関してのリカードの理解について定式化す

る。それに続いて，（4）の「議論の特質」では，

『地金の高価格』におけるリカードの貨幣理論

の特質について述べる。そして，（5）の「『地

金の高価格』と『原理』」では，『地金の高価

格』の検討が示唆する，『原理』における貨幣

理論の位置付けについて，簡単に触れる。

なお，『地金の高価格』について言及すると

きには，1810年に発表された，議会の庶民院

の地金委員会による「地金委員会報告」を巡っ

て，リカードも参加して行なわれた，「地金派」

と「反地金派」による，「地金論争」について触

れられることが多い。しかし，本稿では，視

野を『地金の高価格』の考察そのものに絞る

こととする。

ただ，同書が刊行されたのは，フランス革

命後の対仏戦争（1793 年–1815 年）のさなか

であり，イングランド銀行券の金兌換が停止

（1797年–1821年）され，不換銀行券が流通し

ていたこと，金地金の価格は，金 1オンス＝

3ポンド 17 シリング 10 1/2 ペンスという公

定価格（「鋳造価格」（mint price））を超えて，

1801年に 4ポンド 6シリングに，1809年に

リカードが『地金の高価格』を執筆した時点

には，4ポンド 13シリングにまで上昇してい

たことを記憶しておこう。

（2） 法　則

1．

短い「序文」の後に，リカードは，『地金の高

価格』の本文の冒頭で，「世界全体を通じた貴

金属の配分を規制する法則」について述べる。

そうした「法則」は，金貨幣が流通する場

合と金貨幣と兌換銀行券が併用されて流通す

る場合に分けて展開されている。

（1） 金貨幣が流通する場合

まず，第一の場合について見ていこう。リ

カードは，こう述べる。

「世界の諸商品を流通させるために用いられ

る貴金属は，銀行の設立に先立って，経済学に

ついて最も定評のある著者たちによって支持

されているように，世界の文明諸国（civilized

nations）のそれぞれに，それぞれの商業と富

の状態にしたがって，それゆえ，それぞれが

行なう支払いの数と頻度にしたがって，特定

の比率をもって配分されていた。そのように

配分されている限り，貴金属は，どこの国にお

いても等しい価値をもち，各国は，実際に用い

られる貴金属の量に対して等しい必要を感じ

るのであり，それらを輸入したり，輸出したり

する誘因をもたなかったのである。」（p. 52.）

そうした各国の保有する金の絶対量は，各

国における諸商品の絶対価格のみを変化させ

るものであった。

「もし，世界で貨幣として用いられる金や銀

の量が非常に少ないか，あり余るほど多くて

も，そのことは，それらが各国に配分される比

率を少しも変えなかったであろう。 それ
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らの量の変化は，それらが交換される諸商品

を比較的に高価あるいは安価にする以外の効

果をもたらさなかったであろう。貨幣のより

少ない量は，より多くの量と同じく，流通の媒

体としての機能を果たしたであろう。」（p. 53.）

そうした状況のもとでは，次のように言え

ることになる。

「もし，富裕に向かっての進歩の途上にお

いて，一国が他国よりも速い速度を示すなら

ば，その国は，世界の貨幣のより大きな比率

を求め，獲得したであろう。〔…〕世界の通貨

は新しい比率において配分されたであろう。」

（p. 53.）

逆のときには，逆となるのである。

（2） 金貨幣と兌換銀行券が併用されて流通す

る場合

次いで，第二の場合について見ていこう。

リカードは，こう述べる。

「もし，〔…〕イングランド銀行のように，流

通の媒体として，その銀行券を発行する力を

もった銀行が設立されたなら，そして通貨の

量が，商人への貸付や政府への貸付によって，

かなりの額において増大すれば，〔…〕通貨の

総額は，かなりの程度増大する。流通の媒体

の価値は低下して，諸商品の価格は，比較的

に上昇するであろう。その国と他の諸国との

間の均衡は，その国からの鋳貨の輸出によっ

てのみ，回復されるであろう。」（pp. 54–55.）

銀行券（兌換銀行券）の発行は，その国の保

有する金の一部を輸出させるのであり，そう

した輸出によって，新たな均衡が生み出され

るのである。

「銀行の設立と，その結果としての銀行券の

発行は，それゆえ，〔…〕地金ないし鋳貨の輸出

の誘因となるのであり，その目的がたっせら

れたときにのみ，利益のあるものとなるので

ある。銀行は，無価値の通貨をもって，もっと

も費用がかかる通貨に換えるのであり，我々

に貴金属（我々の資本の非常に必要な一部では

あるものの，収入を生み出さない。）をもって，

収入をもたらす資本に換えることを可能にす

るのである。」（p. 55.）

したがって，次のように言えることになる。

「金の輸出は，どんな場合にも，個人の裁量

に委ねてかまわないことである。金は，その

輸出が，一国にとって有利でない限り，他の

いかなる商品がそうである以上に，輸出され

ることはないであろう。」（p. 55.）

2．

以下では，以上のような『地金の高価格』に

おける「世界全体を通じた貴金属の配分を規

制する法則」について，簡単な定式化をほど

こしてみよう。そのことによって，同書にお

けるリカードの貨幣問題についての把握の特

質を，明確化出来るであろうからである。

そうした考察のための準備として，まず，簡

単な定式化によって，『地金の高価格』の展開

に通底すると考えられる貨幣数量説について，

一般的な理解を提示しておこう。
（2）

（2） 20世紀になって明らかにされたように，自然価格（生産価格）概念の定式化には，価値の概念は必
要ない。しかし，本稿ではその問題には踏み込まない。したがって，以下，価値概念と自然価格概念
の等置性を前提した表現（「価値（自然価格）」ないし「自然価格（価値）」）がある。
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表 投入と産出

部門 投入 産出
生産手段 労働 生産手段 消費手段

生産手段 a1 l1 1 －
消費手段 a2 l2 － 1

さて，生産手段生産部門，消費手段生産部

門の 2部門からなる経済を想定する。

そこでは，表に示した技術に関する諸係数

は所与である。

以上のような生産技術の存在のもとで，資

本家がより大きな利潤を目指して競争を行な

うとすると，利潤率は均等化され，自然価格

が成立する。労働者の賃金が生産の前に支払

われるとすれば，以下のような 2本の方程式

が成立することになる。

(a1p1 + l1w)(1 + r) = p1 ①

(a2p1 + l2w)(1 + r) = p2 ②

である。

ここで，

p1；生産手段 1単位の価格

p2；消費手段 1単位の価格

w；貨幣賃金率

r；均等利潤率

である。

以上のような想定のもとで，労働者の実質

賃金率は所与であるとしよう。
（3）

すなわち，労働者の実質賃金率を消費手段

R単位で所与であるとする。そうすれば，

w = Rp2 ③

となるから，①，②の 2本の方程式には，p1，

p2，rの 3つの未知数が存在することになる。

そこで，①，②，③，④からなる方程式群

を想定してみよう。

(a1p1 + l1w)(1 + r) = p1 ①

(a2p1 + l2w)(1 + r) = p2 ②

w = Rp2 ③

Q1p1 + Q2p2 = MV ④

ここで，物量で表現される，Q1，Q2は，そ

れぞれ，生産手段生産部門，消費手段生産部

門の取引（生産）量を示している。
（4）

Q1，Q2は

所与であるとする。取引量に価格を乗じたも

のが，取引額である。また，M は貨幣量，V

はその流通速度である。

そうすると，MV の値が与えられれば，①，

②，③，④の 4本の方程式には，p1，p2，w，

rの 4つの未知数が含まれていることになる。

その 4つの未知数の値は，決定されるのであ

る。そこで，M の値は，それ自身が所与であ

る V の値とは独立に所与であるとする。

さて，①，②，③，④の 4本の方程式は，①，

②，③の実物部門に関する生産方程式と④の

（3） リカード的には，均衡において，実質賃金率は，生存水準で決定される。
（4） 生産量が取引量（売買量）と等しくなるのは，セイ法則の存在が前提されるからである。
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貨幣部門に関する貨幣流通方程式からなって

いる。

実質賃金率Rは所与であるから，実物部門

に関する①，②，③の 3本の方程式からは，2

商品の相対価格，

p1/p2 = d

と，均等利潤率 rが決定される。

一方，貨幣部門に関する方程式④からは，

Q1d + Q2 = MV/p2

であるから，dが決定されていれば，p1，p2

の 2商品の絶対価格が決定される。

そこでは， 2商品の絶対価格は，貨幣量M

の値の変化に応じて変化することになる。

すなわち，生産方程式①，②，③と，貨幣

流通方程式④が用いられれば，貨幣数量説が

導かれるのである。

そこでは，

実物部門と貨幣部門の二分法が成立し，

貨幣量の増減は，商品の価格を名目的

に増減させる，

ことが示されるのである。

3．

以上のような準備をもとに，「世界全体を通

じた貴金属の配分を規制する法則」に示され

た貨幣数量説的な展開の 2つの様相を，それ

ぞれに定式化していこう。なお，そこで，リ

カードにおいては，貨幣の流通速度 V の概念

は明確化されていないから，以下では，V は一

定としておこう。そうした上で，問題の要点

は，貨幣流通方程式の様相にあることになる。

その場合，以下では，

Mg；ある国の金貨幣の額面総額

（＝金オンス数×金 1オンス当たりの

ポンドによる鋳造価格X）

Mp；ある国の銀行券の額面総額（ポンド）

という記号を用いる。なお，ある国以外の「文

明諸国」の保有金量もポンドによって計量さ

れるものとする。

（1） 金貨幣が流通する場合

この場合には，ある国における経済は，以

下の様相をもって均衡する。

(a1p1 + l1w)(1 + r) = p1 ①

(a2p1 + l2w)(1 + r) = p2 ②

w = Rp2 ③

Q1p1 + Q2p2 = MgV ④–（1）

ここで，Mg は，

Mg =文明諸国の貨幣用金量

×（ある国の取引額/文明諸国の取引額）

によって決定される。

それ自身は所与である「文明諸国」の貨幣用

金量は，各国における金と取引額の比率が同

一となるような金の配分を導くのである。す

なわち。一国における金の過剰は，金による

商品の購買力を低下させるから，その国の金

の一部は，金による商品の購買力がより高い

国に輸出される。したがって，一国の金は減

少し，金による商品の購買力を上昇させるか

ら，金の過剰は解消されるのである。

逆のときには，逆となるのである。

こうして，均衡においては，金の輸出・輸入

は行なわれない。なお，均衡においては，「文

明諸国」のそれぞれにおいて，①，②，③の
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条件が等しければ，同一商品の価格は等しい。

（2） 金貨幣と兌換銀行券が併用されて流通す

る場合

この場合には，ある国における経済は，以

下の様相をもって均衡する。

(a1p1 + l1w)(1 + r) = p1 ①

(a2p1 + l2w)(1 + r) = p2 ②

w = Rp2 ③

Q1p1 + Q2p2 = (Mg + Mp)V ④–（2）

ここでは，銀行券は，その発行国では，その

ままに，金を代替する存在として機能する。金

と銀行券の違いは，前者は，「世界貨幣」として

国際的に流通し得るのに対して，後者は，その

発行国においてのみ流通し得ることにあった。

したがって，銀行券の発行国においては，均

衡的な貨幣量は，

Mg + Mp =文明諸国の貨幣用金量

×（ある国の取引額/文明諸国の取引額）

によって決定される。

Mp の発行によって，新たな均衡に達する

まで，金はある国から外国に輸出される。す

なわち，その新たな均衡への到達までの期間，

ある国では，貨幣は過剰であり，金による商

品の購買力は低下するから，その国の金の一

部は，金による商品の購買力がより高い国に

輸出されるのである。

均衡においては，「文明諸国」の貨幣用金量

は，ある国の銀行券総額Mp だけ，ある国で

銀行券が発行されていなかったときに比べて

増大している。なお，均衡においては，「文明

諸国」のそれぞれにおいて，①，②，③の条

件が等しければ，同一商品の価格は等しい。

以上のように，リカードの「世界全体を通

じた貴金属の配分を規制する法則」は，貨幣

数量説の枠組において理解可能なのである。

（3） 現状と改善策

1．

前節で見たように，「世界全体を通じた貴金

属の配分を規制する法則」について述べたリ

カードは，続いて，『地金の高価格』の執筆当

時のイングランドにおける貨幣問題の現状と，

その現状における害悪の改善策について述べ

るのである。

彼は，議会による，イングランド銀行券の

兌換停止と，その増発に着目する。

「議会は，イングランド銀行が金を支払うこ

とを停止させることによって，その機関の理

事たちに，銀行券の量と額とを随意に増加さ

せたり減少させたりすることを可能とした。」

（p. 75.）

「それゆえ，我々は，〔…〕銀行券の現実的な

価値の減価は，イングランド銀行が流通に送

り込んだ，あまりにも大きな銀行券の量が原因

であると結論付けることが出来る。」（p. 78.）

「金の価格が高いという時，我々は誤ってい

る。その価値を変えたのは，金ではなく紙幣

なのである。 1オンスの金，3ポンド 17シリ

ング 10 1/2 ペンスの金を諸商品と比較してみ

よ。そうすれば，その金は，それら諸商品に

対して以前に有していた比率と同じ比率を維

持していることが分かるであろう。」（p. 80.）

「もしイングランド銀行が，その銀行券に金
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を支払うことを停止させられるなら，〔…〕過

剰な銀行券は流通の媒体としての価値を，その

過剰の程度に比例して減少させるであろう。」

（p. 91.）

銀行券の減価は，同じ率で，地金のみでは

なく，諸商品の価格 リカード後の概念で

言えば「物価」 を上昇させるのである。

そうした，銀行券の減価がもたらす「害悪」

として，リカードは，それが，債権・債務関

係において，債権者に損失を与えることをあ

げる。
（5）

「現在，公債に対して 15％減価した紙幣で利

子の支払いを受けているその所有者が，今後，

50％減価した紙幣で利子の支払いを受けるこ

とがないと，誰が保証し得るであろうか？私

的な債権・債務関係における債権者の損害も，

同じように深刻である。」（p. 96.）

そうした害悪を取り除くために，リカード

は，次のような対策をあげるのである。

「我々の通貨におけるあらゆる害悪を取り除

くために私が提出する治癒策は，イングラン

ド銀行が，流通する銀行券の量を，以下のこと

が達成されるまで，徐々に減少させることで

ある。すなわち，残りの銀行券の価値を，そ

れが代表している金貨の価値に等しくするま

で，言い換えれば，金や銀の地金の価格をその

鋳造価格に低下させるまで，である。」（p. 94.）

「イングランド銀行が，金での支払いを安全に

再開する前に，過剰な銀行券が流通から引き

揚げられなければならない。」（p. 94.）

もし，兌換の再開を急ぐなら，減価した銀

行券によって金兌換が行なわれ，そうして獲

得された金は，金がより高価な外国に輸出さ

れてしまうからである。

さて，こうした銀行券の過剰発行を招いて

しまった背景には，当時のイングランド銀行

が，首都に位置した発券銀行であると同時に，

資金の貸付による利子収入の増大を目指す営

利企業でもあったことがある。

イングランド銀行は，政府から独立してい

る，とされたが，対仏戦争の戦費として多額

の資金を要する政府と，政府への貸付によっ

て利子収入を得られるイングランド銀行の利

害は一致した。政府とイングランド銀行の間

には，「親密過ぎる関係」（p. 98.）が築かれて

いたのである。

そうした「銀行の無分別に対して公衆が合

法的に有し得る安全策は，その銀行券に対して

要求に応じて．金を支払わせることである。」

（p. 99.）銀行券の金兌換が必要なのは，発券銀

行の恣意による紙幣の過剰な発行を防ぐため

の「重石」としてであった。

2．

前節で見た，「世界全体を通じた貴金属の配

分を規制する法則」についての定式化の応用

問題として，不換銀行券のみが流通する，リ

カードの眼前にあった，イングランドの現状

についての把握を定式化してみよう。リカー

ドによる現状の批判，そして，その現状にお

（5） 1930年代初頭の大不況期に，物価の低下＝貨幣価値の上昇が，債務者の実質的な負担を増すことが
注目されたことが想起される。
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ける害悪の改善策は，そうした定式化から演

繹出来るものとなっている。

不換銀行券のみが流通する場合には，ある

国における経済は，以下の様相をもって均衡

する。

(a1p1 + l1w)(1 + r) = p1 ①

(a2p1 + l2w)(1 + r) = p2 ②

w = Rp2 ③

Q1p1 + Q2p2 = MpV ④–（3）

ここで，発券銀行によって決定される，不

換銀行券の額面総額Mp は，金貨幣が流通す

る場合の金貨幣の額面総額の G倍，

G = Mp÷〔文明諸国の貨幣用金量

×（ある国の取引額/文明諸国の取引額）〕

であるとする。なお，ある国の取引額は，G = 1

のときの値で計量される。

そうすると，諸商品の価格は，金貨幣が流

通する場合に比べてG倍となり，金地金 1オ

ンスの価格は，GX となる。ここでは，銀行

券は，そのままに，金を代替する存在として

は機能しない。そこでは，G > 1とすれば，

金の地金と諸商品の「高価格」は，銀行券の

減価の「証拠」となるのである。

こうした現状に対するリカードの改善策は，

G = 1となるまで銀行券の流通量Mp を，急

激な変化による経済の混乱を防ぐために，徐々

に減少させた上で，銀行券の金兌換を再開さ

せることであった。

なお，均衡においては，文明諸国の貨幣用

金量は，ある国の金の地金の価格が，G = 1

であったときの銀行券総額Mp だけ，ある国

で銀行券が発行されていなかったときに比べ

て増大している。

（4） 議論の特質

1．

以上のような，『地金の高価格』における議

論の定式化から見て取れるリカードの貨幣理

論の顕著な特徴は，一国における貨幣的な均

衡が，④式の具体的な諸様相に示されるよう

に，「文明諸国」における国際的な均衡の成立

の一環として捉えられていることである。一

国における貨幣的な均衡は，それ自身は所与

であるところの，国際的な金の保有量の各国

への比例的な配分のもとでの問題として捉え

られているのである。

これは，現実的には，スペイン領アメリカを

はじめとした新大陸からもたらされた金のス

トックが，「文明諸国」における「世界貨幣」と

して機能している状況を端的に表現した把握

である。リカード自身の理解はどうあれ，貨

幣用金のストック性と，その「文明諸国」に

対する外生性が，国際的に保有される金が所

与とされることの背後に潜んでいるのである。

イングランド自身は，産金国ではなく，他の

「文明諸国」の本国も，本格的な産金国ではな

かった。

2．

また，『地金の高価格』におけるリカードの

貨幣理論の顕著な特徴は，その価値理論との

関係の特質にもある。

リカードは，貴金属の「内在的価値（intrinsic
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value）」について，次のように述べる。

「金および銀は，他の商品と同じく，内在的

な価値を有している。それは，任意に決定さ

れるものではなく，それらの稀少性，それら

をもたらすために投下された労働量，そして

それらを生産するために鉱山で用いられた資

本の価値に依存している。」（p. 52.）

ここで注目されることは，彼が，貴金属の

価値を決定する諸要因の第一に「稀少性」を

あげていることである。彼は，『諸国民の富』

から，以下の一文を引用している。

「その価値が，主には稀少性に由来する商

品の価値は，その豊富さによって低下する。」

（p. 53.『諸国民の富』第 1部第 11章よりの引用。）

『地金の高価格』の執筆の時点では，リカー

ドの価値論は，未だ，投下労働価値説として

純化されてはいなかった。その価値が「稀少

性」からもたらされる貴金属の価値の大きさ

は，その量の大きさに反比例することになる

のである。

こうした，貴金属の価値はその量の大きさ

と反比例する，という理解が，貨幣数量説と

同調可能であることは，容易に見て取れるで

あろう。『地金の高価格』においては，貨幣の

価値の概念と貨幣数量説とは，幸福に併存し

得ていたのである。

しかしながら，金の「内在的価値」の決定

を，諸商品の価値の決定と同列のものとして

明示化するという理解と，貨幣数量説とは，両

立し得ない。

このことを，第 2節で準備としてあげた，自

然価格概念を用いた設例によって，示してみ

よう。

a0 単位の生産手段と l0 単位の労働によっ

て 1単位（1オンス）の金が生産され，その鋳

造価格がXポンドであるとしよう。そうする

と，先の①，②，③，④に加えて，⑤式が成

立する。

(a1p1 + l1w)(1 + r) = p1 ①

(a2p1 + l2w)(1 + r) = p2 ②

w = Rp2 ③

Q1p1 + Q2p2 = MV ④

(a0p1 + l0w)(1 + r) = X ⑤

ここで，①，②，③，⑤の方程式には，p1，

p2，w，r の 4 つの未知数が含まれているか

ら，それらの値は，それらの 4本の方程式に

よって決定される。そこでは，p1，p2の絶対価

格が決定されてしまう。したがって，④の貨

幣流通方程式は，余計なものとなる。①，②，

③，④，⑤の全体は過剰決定の状態になるの

である。

以上の設例では，金の自然価格は，⑤によっ

て独自に規定されている。その場合には，①，

②，③，⑤の方程式と，④の方程式とは，両

立出来ない。すなわち，金の自然価格（価値）

が諸商品の自然価格（価値）と同列のものと

して決定されるという理解と，貨幣数量説と

は，両立し得ないのである。

『地金の高価格』において，貨幣の価値の概

念と貨幣数量説とが同調し得たのは，金の価

値が，主には，「稀少性」に由来するという理

解によったのである。しかし，そこでも，そ

うした金の価値の「稀少性」理論と貨幣数量

説とは，異なった次元の問いに対する答えで

ある。金の価値の「稀少性」理論は，・な・に・ゆ
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・え・に金が貨幣として存在し得るかに答えてい

るのに対して，貨幣数量説は，貨幣としての

金が・い・か・に機能しているのかに答えているの

である。そうした違いは，『地金の高価格』に

おける，貨幣の機能に関する議論が，前二節

で示してきたように，金の自然価格（価値）の

決定についての言及なしに，定式化可能であ

ることによって，証拠立てられていると言え

るであろう。

リカードにとって，金が「稀少性」のゆえに

価値をもつことは，それが貨幣とされるため

の本来的な基礎である。しかし，その金が「文

明諸国」から構成された，リカードにとって

の現代世界において，どのような機能を果た

しているかの分析には，金の価値（自然価格）

の概念を独自に規定することは必要なかった

のである。金の「価値」（貨幣価値），すなわ

ち，金による諸商品の購買力は，貨幣流通方

程式④の具体的な様相のもとで決定されるの

である。

貨幣の発生史を知ることではなく，「文明諸

国」から構成された現代世界においての，貨

幣の現実的な機能を知るためには，語る必要

があることは，金が，「世界貨幣」として存在

しているという事実と，その金，ないし銀行

券の諸商品に対する購買力の決定の様相のみ

なのである。

したがって，『地金の高価格』の眼目は，貨幣

数量説の多様な様相での展開そのものにあっ

たと言えるのである。

（5）『地金の高価格』と『原理』

『地金の高価格』の後に刊行された『原理』

における貨幣理論の検討は，おのずと別稿の

課題となるであろう。したがって，本稿のま

とめとなるここでは，『地金の高価格』におけ

る貨幣理論の展開から見た，『原理』における

議論との異同について，ごく簡単に触れてお

こう。

『地金の高価格』における貨幣理論の基礎は，

貨幣数量説におかれたが，その点は『原理』に

おいても変わらない。しかし，そうした貨幣

数量説が展開される仕方は，両者において異

なっている。

それは，『地金の高価格』が，貨幣理論に特

化した著作であるのに対して，『原理』が，当

時のイングランドの現状から抽象された一国

経済の模型によって，文字通りに，経済学お

よび課税の「原理」を，一般的に展開した著作

であることからもたらされていると言える。

こうした性格から，『原理』においては，貨

幣理論は，金の配分における国際的均衡を基

礎においた，首尾一貫した展開において議論

されるのではなくなっている。それは，主に，

価値論を論じた第 1章「価値について」，第 13

章「金についての課税」，第 27章「通貨と銀行

について」で，それぞれの章の主題に応じて

分散して，しかも一国経済論の視角から，議

論されるのである。このために，『原理』にお

ける貨幣論は，貨幣論としての叙述の一貫性

を欠くものとなっているのである。

また，『原理』では，価値理論は，投下労働
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価値説として純化されており，その全体が投

下労働価値説の視点からの展開として一貫し

ている。金にも労働価値説が適用されるので

ある。このために，「稀少性」を価値の根拠と

した『地金の高価格』においては存在してい

た，金の価値の規定と貨幣数量説との幸福な

同調関係は失われている。金の自然価格（価

値）を諸商品の自然価格（価値）と同列に規

定することと貨幣数量説との併存は，前節の

展開で見たように，本来，困難である。した

がって，その両者が併存する『原理』の貨幣

論を巡っては，永く，多様な解釈が争われて

きたのである。
（6）

以上のような点からすれば，『地金の高値格』

は，貨幣理論の展開として，『原理』とは異なっ

た独自の意義をもっていたと言える。それは，

リカードの初期の一パンフレットではあるも

のの，『原理』の「原理」としての完成度の高

さのゆえに逆に失われた，貨幣論の一貫した

議論としての魅力をもっているのである。
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